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元気な郷土（ふるさと） 創造宣言！

謹
賀
新
年新

年
明

け
ま
し
て

お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
の
政
治
は
、
民
主
主
義
が

否
定
さ
れ
、
地
方
の
声
が
無
視

さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
年
金
カ

ッ
ト
法
案
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ

Ｒ
法
案
な
ど
で
あ
り
、
安
倍
政

権
の
暴
走
ぶ
り
は
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。

無
視
さ
れ
る

地
方
の

声

ま
た
、
沖
縄
県
で
は
、
市
街

地
か
ら
８
０
０
ｍ
の
海
岸
線
に

墜
落
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
原
因

究
明
が
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
飛
行
を

再
開
。
さ
ら
に
、
ほ
と
ん
ど
の
県

民
が
反
対
す
る
辺
野
古
の
新
基

地
建
設
訴
訟
で
最
高
裁
は
、
沖

縄
県
知
事
に
よ
る
「
埋
め
立
て

承
認
取
り
消
し
」
を
無
効
と
す

る
不
当
な
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
の
政
治
は
、

平
和
や
民
主
主
義
が
な
い
が
し

ろ
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、

真
の
民
主
主
義
を
め
ざ
し
、
勇

気
を
も
っ
て
立
ち
上
が
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
選

挙
で
多
数
派
を
形
成
す
る
こ
と

で
あ
り
、
予
想
さ
れ
る
解
散
総

選
挙
で
は
、
全
力
で
戦
う
決
意

で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
さ
せ
ず

昨
年
の
農
業
に
つ
い
て
は
、

総
じ
て
豊
作
基
調
で
進
ん
で
い

た
も
の
の
、
４
つ
の
台
風
と
例

年
に
な
い
早
い
根
雪
で
、
農
作

物
や
農
地
に
甚
大
な
影
響
を
与

え
、
農
家
の
苦
労
が
報
わ
れ
な

い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ト
ラ
ン
プ
次
期
米
国

大
統
領
が
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
離

脱
』
を
宣
言
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
強
引
な
国
会
運
営

と
強
行
採
決
に
よ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

承
認
と
関
連
法
案
を
可
決
し
ま

し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
北
海
道
は
甚

大
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
必

至
で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
発
効
さ

せ
な
い
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

安
心
社
会
を

実
現

私
の
政
治
信
条
は
、
「
地
域
で

頑
張
る
人
が
報
わ
れ
る
社
会
の

実
現
」
で
あ
り
、
格
差
を
な
く
す

に
は
「
誰
に
で
も
居
場
所
と
出

番
の
あ
る
社
会
」
が
必
要
で
す
。

私
は
、
北
海
道
議
会
保
健
福

祉
委
員
長
と
し
て
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ

く
り
に
努
力
す
る
決
意
で
す
。

ま
た
、
超
党
派
の
農
政
議
連
、

林
活
議
連
役
員
と
し
て
、
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
一
次
産
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
が
、
地
域
創

生
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
、

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

北
海
道
は
、
可
能
性
豊
か
な

地
域
で
す
。
知
恵
と
工
夫
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
も

っ
と
た
く
ま
し
い
地
域
に
飛
躍

で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
、

そ
の
為
に
も
私
は
、
人
を
大
切

に
し
、
一
人
ひ
と
り
の
発
想
や

想
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
る
政
治
家
を
貫
き
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
る
決
意
で
す
。

今
年
こ
そ
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員

北
口
雄
幸

真の民主主義をめざして
今こそ、地方から反乱を起こそう！
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今
定
例
会
の
最
大
の
焦
点
と

な
っ
た
の
は
Ｊ
Ｒ
問
題
で
す
。

11
月
18
日
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道

が
公
表
し
た
「
Ｊ
Ｒ
単
独
で
は

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
路
線
」

は
、
同
社
の
鉄
路
の
半
分
に
及

び
、
道
内
全
域
が
対
象
に
な
り
、

強
い
危
機
感
を
抱
く
地
域
や
道

民
か
ら
は
、
道
の
対
応
が
極
め

て
鈍
い
と
の
指
摘
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
道
の
主
体

的
、
積
極
的
な
対
応
を
求
め
、
路

線
維
持
、
全
道
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
維
持
に
向
け
た
議
論
を

展
開
し
ま
し
た
。

鉄
路
守
る
決
意
語
ら
ず

Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
、
11
月
18
日

に
公
表
し
た
「
単
独
で
は
維
持

困
難
な
線
区
」
の
内
容
は
、
７
月

に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
方
針
を
秋
口

に
示
す
と
し
た
以
降
に
、
報
道

な
ど
を
通
じ
て
小
出
し
に
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
10
路
線

13
線
区
、
合
計
１
２
３
７
㎞
は
、

現
有
鉄
路
の
半
分
に
も
及
ぶ
も

の
で
す
。
旅
客
や
貨
物
の
輸
送

に
壊
滅
的
な
影
響
を
与
え
か
ね

な
い
課
題
と
し
て
、
地
域
や
道

民
に
は
深
刻
な
受
け
止
め
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
北

海
道
の
鉄
路
を
守
る
決
意
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
知
事
に
求
め
ま
し

た
が
、
具
体
的
に
自
分
の
言
葉

で
思
い
や
決
意
を
語
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

強
引
な
国
会
運
営

安
倍
政
権
の
強
行
採
決
を
連

発
す
る
国
会
運
営
に
よ
っ
て
、

北
海
道
は
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や

農
業
施
策
見
直
し
、
北
方
領
土

と
日
ロ
共
同
経
済
協
力
、
空
港

民
営
化
、
カ
ジ
ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ

法
制
な
ど
で
す
。
と
り
わ
け
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
や
農
業
施
策
、
年
金
カ
ッ

ト
法
、
Ｉ
Ｒ
法
制
な
ど
へ
の
政

権
の
対
応
は
、
拙
速
で
乱
暴
な

も
の
で
す
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の

課
題
に
対
し
て
も
、
知
事
が
主

体
的
に
行
動
す
る
姿
勢
は
示
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
補
正
予
算
は
、
災
害
復
旧

事
業
費
１
３
１
億
円
な
ど
一
般

会
計
１
６
０
億
９
０
０
万
円
、

特
別
会
計
１
億
２
５
０
０
万
円
。

こ
れ
で
、
平
成
28
年
度
北
海
道

予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
３

兆
３
６
７
億
円
、
特
別
会
計
６

３
２
１
億
円
の
合
計
３
兆
６
６

８
８
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た

決
議
・

意
見
書

◆
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保

等
の
緊
急
的
な
対
応
を
求
め
る

意
見
書
◆
２
次
医
療
圏
の
設
定

に
関
す
る
意
見
書
◆
私
立
専
修

学
校
等
に
お
け
る
専
門
的
職
業

人
材
の
育
成
機
能
の
強
化
等
を

求
め
る
意
見
書
◆
精
神
障
が
い

者
に
対
す
る
公
共
交
通
機
関
の

運
賃
割
引
の
適
用
を
求
め
る
意

見
書

第
４
回
定
例
道
議
会
報
告
（
11
月
29
日
～
12
月
15
日
）

上の記事は、2016 年 12 月 14 日付の北海道新聞で、受

動喫煙防止条例を目指すことが報道されました。

北口道議は、この条例検討委員会の副委員長に就任し、北

海道におけるがん対策の中心的役割を果たします。

Ｊ
Ｒ
問
題
で
高
橋
知
事
に
要
請

（

月

日
）
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写
真
で
振
り
返
る
北
口
道
議
の
活
動
記
録
（
10
月
～
12
月
）

�
C

夜
咲
恋
そ
ぅ
ら
ん
サ
ム
ラ
イ
士

別
解
散
パ
ー
テ
ィ
（
12
月
３
日
）

上川管内土地改良区の皆さんから要請（11 月 17 日）

士別市文化奨励賞・功労章表彰式（11 月 4 日） 富良野市功労者表彰式（11 月 3 日）

士別市いきいき健康センターオープン（10 月 1 日）

宗谷線議長会からＪＲ問題で要請（10 月 7 日）宗谷線市町村長からＪＲ問題で要請（11 月 2 日）

１１.２３幌延デー北海道集会で挨拶（11 月 23 日）

東京士別ゆかりの会総会（10 月 15 日）

�
E

鳴
呼
ワ
ッ
ト
サ
ム
「
２
０
１
６

w
in

te
r
p
a
rty

」（
12
月
17
日
）
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北
口
道
議
の
奮
闘
ぶ
り
を
ブ

ロ
グ
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま

す
。（
10
月
～
12
月
分
）

◆
10
月
21
日
【
上
士
別
敬
老
会
】

▼
敬
老
会
の
対
象
で
あ
る
75
歳

以
上
の
方
は
、
上
士
別
地
区
に

２
３
８
名
お
ら
れ
、
最
高
齢
は

１
０
２
歳
の
男
性
だ
と
い
う
。

今
日
の
敬
老
会
に
は
お
手
伝
い

の
方
々
を
含
め
、
１
５
０
名
ほ

ど
が
出
席
し
、
保
育
園
園
児
に

よ
る
組
体
操
や
踊
り
、
大
正
琴
、

民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
余
興

で
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
多
寄

そ
ば
打
ち
愛
好
会
の
ご
協
力
を

得
て
、
手
打
ち
そ
ば
の
提
供
を

い
た
だ
き
、
大
変
お
い
し
く
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
11
月
８
日
【
戦
争
の
爪
痕-

集

団
自
決
】
▼
第
二
次
世
界
大
戦
で

は
、
沖
縄
県
で
唯
一
の
地
上
戦

が
行
わ
れ
、
数
多
く
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
た
。
渡
嘉
敷
島
で
は

集
団
自
決
で
３
８
０
人
も
の
島

民
が
自
ら
命
を
絶
ち
、
そ
の
光

景
は
壮
絶
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
▼
ま
た
、
渡
嘉
敷
島
に
は
、

旧
日
本
軍
の
「
特
攻
艇
」
の
秘
匿

壕
が
あ
り
、
ベ
ニ
ア
板
で
造
ら

れ
た
「
特
攻
艇
」
に
１
２
０
㎏
の

爆
雷
２
個
を
搭
載
し
、
特
攻
攻

撃
し
た
と
い
う
▼
ウ
ミ
ガ
メ
が

産
卵
す
る
美
し
い
砂
浜
や
海
が

あ
る
渡
嘉
敷
島
で
、
悲
惨
な
戦

争
の
歴
史
を
学
び
、
あ
ら
た
め

て
〝
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
国
づ

く
り
〟
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
11
月
９
日
【
北
霊
碑
追
悼
式
】

▼
先
の
大
戦
で
沖
縄
並
び
に
南

方
各
戦
域
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦

没
者
追
悼
式
が
、
沖
縄
県
糸
満

市
に
あ
る
北
霊
碑
で
開
催
さ
れ
、

道
議
会
を
代
表
し
て
追
悼
の
辞

を
述
べ
て
き
た
▼
日
本
で
唯
一

の
地
上
戦
が
行
わ
れ
た
沖
縄
で

は
、
軍
関
係
者
の
み
な
ら
ず
民

間
人
も
含
め
20
万
人
を
超
え
る

方
々
が
亡
く
な
っ
た
。
特
に
北

海
道
出
身
兵
は
１
万
８
５
０
人

も
犠
牲
に
な
る
な
ど
、
戦
禍
の

激
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
▼
今

日
の
追
悼
式
は
、
一
般
財
団
法

人
北
海
道
連
合
遺
族
会
が
主
催

し
、
北
海
道
か
ら
16
名
の
遺
族

も
参
列
し
た
▼
ま
た
今
日
は
、

北
霊
碑
の
ほ
か
、
西
原
之
塔
、
浄

魂
の
塔
、
歩
兵
第
32
聯
隊
碑
、

満
華
之
塔
、
平
和
記
念
公
園
（
北

海
道
碑
）
な
ど
も
巡
拝
し
、
御
霊

の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
、
二
度

と
戦
争
の
な
い
社
会
づ
く
り
を

誓
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

◆
12
月
１
日【
北
方
領
土
返
還
ア

ピ
ー
ル
行
進
】
▼
北
方
領
土
返
還

要
求
運
動
は
、
１
９
４
５
年
12

月
１
日
、
当
時
の
安
藤
石
典
根

室
町
長
が
連
合
国
最
高
司
令
官

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
に
対
し
、

北
方
領
土
の
返
還
を
求
め
る
陳

情
書
を
提
出
し
た
歴
史
的
経
緯

に
ち
な
み
、
こ
の
日
を
「
北
方
領

土
返
還
運
動
の
は
じ
ま
り
の
日
」

と
位
置
付
け
て
い
る
▼
そ
ん
な

今
日
は
、
北
方
領
土
隣
接
地
域

振
興
対
策
根
室
管
内
市
町
連
絡

協
議
会
主
催
の
「
北
方
領
土
返

還
要
求
中
央
ア
ピ
ー
ル
行
動
」

が
開
催
さ
れ
、
根
室
管
内
や
元

島
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
東

京
都
内
の
銀
座
商
店
街
を
行
進

し
て
き
た
▼
今
年
の
12
月
15

日
に
は
、
安
倍
総
理
と
プ
ー
チ

ン
大
統
領
と
の
領
土
交
渉
が
行

わ
る
重
要
な
節
目
の
時
だ
。
今

年
こ
そ
、
今
度
こ
そ
、
北
方
領
土

交
渉
が
前
進
す
る
よ
う
訴
え
て

き
た
と
こ
ろ
だ
。

北
口
ゆ
う
こ
う
奮
闘
日
記

h
ttp

://y-k
ita

g
u

c
h

i.n
e
t/

【
ひ
と
り
ご
と
】

▼
昨
年
の
世
相
一
文
字
は
「
金
」

で
あ
っ
た
。
リ
オ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
の
金
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ

や
政
治
と
金
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
、

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
を
制
し

た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
金
髪
、
ピ
コ

太
郎
の
金
色
の
服
装
な
ど
が
選

定
理
由
だ
と
い
う
▼
過
去
は
と

い
う
と
、「
安
」、「
税
」、「
輪
」、

「
絆
」
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
一
年
の
世
相
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
の
だ
▼
私
な
ら
、
世
界

中
が
幸
せ
や
平
和
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
連
想
す
る
漢

字
に
な
れ
ば
い
い
と
思
う
。
今

年
こ
そ
、
そ
ん
な
一
年
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

（
ゆ
う
こ
う
）

沖縄県での戦没者追悼式に参列

上士別地区敬老会で挨拶

この先の沢で 380人が集団自決した

北方領土返還を求め東京銀座を行進


